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“予言獣”をご存じですか？  

皆様は右の絵をご存じですか？「何となく見たことがあるよ」っという

方も見えるかもしれません。 

これは「アマビエ」と呼ばれる豊作や疫病などに関する予言をしたと伝

えられる日本の妖怪です。この「アマビエ」という妖怪は、今から４年前、

新型コロナウイルス感染症が拡大していた際、対策啓発の広報アイコンと

して多くの媒体で使用されていました。テレビやインターネット、そして

様々な施設においてもポスターとして掲示されていましたので、覚えてい

る方も多いのではないでしょうか。 

「アマビエ」は“予言獣”と呼ばれる妖怪の一種です。予言獣と

聞いても馴染みのない言葉で、ピンと来ないかもしれません。予言

獣とは、「河童」や「天狗」などと同様、日本に伝わる妖怪です。人々

の前に現れ、豊作や疫病の流行などについて予言することからその

名が付けられたと言います。 

予言獣の興味深い点は、著名な絵師によって描かれてきたもので

はなく、予言獣の多くは“庶民”によって描かれ、そして現代まで

伝わってきたことであると思います。この時代、歌川国芳一門によ

る妖怪浮世絵が人気を博していましたが、それらの浮世絵に予言獣

が描かれることはありませんでした。予言獣は町中に出回る「かわ

ら版」に掲載されることがほとんどでした。かわら版とは、いわば

「庶民がつくる新聞」のようなものです。かわら版に載る予言獣の

絵も多くは絵に関して素人である庶民によって描かれたものであ

り、それが現代まで伝わってきたのです。 

実は、予言獣と呼ばれる妖怪は数多く存在します。今回紹介しました、外見

は人魚で口ばしのある「アマビエ」、牛の体と人間の顔を持つ「件（クダン）」、

女性の顔から下が魚の「姫魚」などたくさんの種類がいます。庶民が描いてき

た数多い種類の予言獣のイラストを見ると、可愛らしさ、ユルさ、そして何と

も言えない妙味があるように感じます。 

そんな予言獣についてまとめられた『予言獣大図鑑』が先日図書室に配架さ

れました。本書では、「そもそも予言獣とは？」という定義から考察・分類、

そしてかわら版の現代語訳まで、予言獣のことをご存じの方から今回初めて知

った方まで楽しめる１冊です。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
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『予言獣大図鑑』 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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